
〈課題〉  

● 移動手段がなく、参加

者が限定され、減少し

ている 

 

課題解決に向けて 

● 地域内での声かけの充

実 

● 井戸端会議（小地域で

の集まり）の機会を増

やす 

● サロン活動の実施 

● 運動会の継続（地域全

体が集う場）との交流 

 

 

 

 

○ 運動会 

○ 小学校との交流活動 

○ サロン活動 

○ カラオケの集い 

○ グラウンドゴルフ大会 

 

 

 

 

 

 

〈課題〉  

● 防災意識の向上 

 

 

 

課題解決に向けて 

● 防災訓練の継続（自治

会単位での実施） 

● 危険箇所の確認・点検 

● 地域内での避難や状況

確認方法の整備（ささ

えあいマップ活用） 

 

 

 

 

 

 

○ 防災訓練 

○ 講習会 

 

 

 

 

 

 

●山城中央地区データ                             （令和元年９月末現在） 

地区の人口 1,010 人  世   帯   数    499 世帯 

１ ４ 歳 以 下 86 人  一人暮らしの高齢者世帯数（※） 72 世帯  

１ ５～６４歳 500 人  高 齢 者 のみ世 帯 数 (※） 45 世帯  

６ ５歳 以 上 424 人  高 齢 化 率 （６５歳 以 上 ） 42．0 %  

７ ５歳 以 上  254 人  後期高齢化率（７５歳以上） 25．1 ％  

地域の資源（特徴） 

狸まつり、婦人会、消防団、老人クラブ、山城分館、幼稚園、山城小学校、山城中学校、市役

所、消防署、駐在所、郵便局、金融機関、川口駅、歯科医院、自治会数 8  など 

（特徴：山城町の中心地で人口も多く、公共機関などの社会資源も多い。狸まつり等住民主

体での地域活性化イベントの企画運営を行うなど、実践力が強い。）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈課題〉  

● 援助が必要な人を早期

に発見できる体制づく

り 

 

課題解決に向けて 

● 見守り・声かけ活動 

● ネットワーク会議時の

ささえあいマップ作成 

● 地域への情報発信を工

夫（回覧板文字を大き

くするなど） 

● 外出の機会の確保（サ

ロン活動充実） 

 

 

 

 

○ ＩＰ電話を活用しての見

守り 

○ 声かけ活動 

○ サロン活動 

○ ささえあいマップ 

 

① 「地域の絆づくり」 

の推進 

②「援助が必要な方に

対する支援」の推進 

手をつなぎ笑顔で豊かな山城中央 

 

山城中央地区のまちづくりプラン 

③「安全で安心豊かな

まちづくり」の推進 

≪ 継続して取り組んでいく事業 ≫ 

（※）は、65歳以上で、社会福祉協議会の地域福祉台帳への登録数（登録は任意） 


